
ＪＡ東びわこＪＡ東びわこののＳＤＧｓＳＤＧｓ
～ 持 続 可 能 な 未 来 の 達 成 を 目 指 し て ～

未来を担う子どもたちのためにも…。

私たちができることを考えてみませんか。

地球上の“誰ひとり取り残さない”――。
2015年に国際連合に加盟する193の国が１つの文章を採択しました。
それが「持続可能な開発のための2030アジェンダ」。
“誰ひとり取り残さない”をキーワードに、
あらゆる国が参加し取り組まなければいけない行動計画です。

　17の目標と169のターゲットから構成された「持続可能な開発目標＝ＳＤＧｓ（エス
ディージーズ：Sustainable Development Goals）では2030年までに持続可能な未来を達
成することを目指し、取り組むべき課題や行動計画をまとめています。
　ＪＡ東びわこでは様々な「ＳＤＧｓ」を取り入れ、持続可能な開発目標に取り組んでいます。



　ＪＡ（農業協同組合）は、組合員が互いに協力して助け合う相互扶助の精神を基盤としており、問題をみ
んなで協力し、解決していくことが基本的な考え方となっています。
　日本政府による「SDGs実施指針」では“協同組合は各地域の課題解決に向けて人間らしい社会を築き 
SDGsへ貢献することが期待される”と位置付けられており、SDGsの認知度アップとともに世間からの協
同組合に対する期待も高まっているのです。

飢餓に終止符を打ち、食
料の安定確保と栄養状態
の改善を達成するととも
に、持続可能な農業を推
進する。

あらゆる場所で、あらゆ
る形態の貧困に終止符を
打つ。

すべての人に包摂的かつ
公平で質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を
促進する。

ジェンダーの平等を達成
し、すべての女性と女児
のエンパワーメントを図
る。

国内および国家間の格差
を是正する。

都市と人間の居住地を包
摂的、安全、強靭かつ持
続可能にする。

気候変動とその影響に立
ち向かうため、緊急対策
を取る。

すべての人に手ごろで信
頼でき、持続可能かつ近
代的なエネルギーへのア
クセスを確保する。

すべての人のための持続
的、包摂的かつ持続可能
な経済成長、生産的な完
全雇用および働きがいの
ある人間らしい仕事を推
進する。

海洋と海洋資源を持続可
能 な 開 発 に 向 け て 保 全
し、持続可能な形で利用
する。

あらゆる年齢のすべての
人の健康的な生活を確保
し、福祉を推進する。

持続可能な消費と生産の
パターンを確保する。

すべての人に水と衛生へ
のアクセスと持続可能な
管理を確保する。

強 靭 な イ ン フ ラ を 整 備
し、包摂的で持続可能な
産業化を推進するととも
に、技術革新の拡大を図
る。

陸 上 生 態 系 の 保 護 、 回
復、持続可能な利用の推
進、森林の持続可能な管
理、土地劣化の阻止およ
び逆転、生物多様性損失
の阻止を図る。

平和で包摂的な社会を推進
し、すべての人に司法への
アクセスを提供するととも
に、あらゆるレベルにおい
て効果的で責任ある包摂的
な制度を構築する。

持続可能な開発に向けて
実 施 手 段 を 強 化 し 、 グ
ロ ー バ ル ・ パ ー ト ナ ー
シップを活性化する。

協同組合協同組合ととＳＤＧｓＳＤＧｓのの繋がり繋がり

ＳＤＧｓ１７項目ＳＤＧｓ１７項目のの開発目標開発目標
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　ＪＡ東びわこは「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として、組合員の声に応えながら、不断
の自己改革への取り組みを通じて、持続可能な地域農業・地域社会づくりに取り組んできました。
　今後はさらに、私たちの事業や活動が世間に与える多面的な影響にも配慮しながら、地球的視野に立ち、
地域社会を構成する一員として、組織・事業・経営の革新をはかり、社会的役割を誠実に果たします。
　ＪＡ東びわこは、各々の置かれた環境を踏まえて、SDGsの達成に向けて取り組んでいきます。

ＪＡ東びわこは、ＪＡ東びわこは、

「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に賛同し、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

食料農業分野

　持続可能な食料の生産と農業の振興
に取り組み、生産基盤の重要な要素で
ある担い手の確保・育成と農地保全・
活用に努めます。また、地域で生産さ
れた農産物がＪＡ直売所を通じて、地
域内で安全・安心に消費される地産地
消に取り組みます。

協同・組織運営分野

　女性の運営参画や民主的な意思決定
によるアクティブ・メンバーシップの
推進、また協同組合や商工会、地方公
共団体等、地域の多様な組織とのパー
トナーシップを通じて、地域の活性化
に取り組みます。

地域・くらし事業分野

　地域に暮らす組合員・地域住民へ、
多様なＪＡの事業を通じて、安心して
暮らせる持続可能な地域社会づくりに
貢献していきます。

重点取組項目重点取組項目
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ＪＡ東びわこＳＤＧｓ取組宣言

　ＪＡ東びわこは「食と農を基軸とした地域に根ざした農業協同組合」として、国連が提

唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成に向け、組合員の声に応えながら、不

断の自己改革を通じて、持続可能な地域農業・地域社会の発展に取り組んでまいります。

2021年3月29日
代表理事理事長　大 脇　利 博

重点取組項目
◆食料農業分野
　持続可能な食料の生産と農業の振興に取り組み、生産基盤の重要な要素である担い手の

確保・育成と農地保全・活用に努めます。また、地域で生産された農産物がＪＡ直売所を

通じて、地域内で安全・安心に消費される地産地消に取り組みます。

◆地域・くらし事業分野
　地域に暮らす組合員・地域住民へ、多様なＪＡの事業を通じて、安心して暮らせる持続

可能な地域社会づくりに貢献していきます。

◆協同・組織運営分野
　女性の運営参画や民主的な意思決定によるアクティブ・メンバーシップの推進、また協

同組合や商工会、地方公共団体等、地域の多様な組織とのパートナーシップを通じて、地

域の活性化に取り組みます。

以上
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◆食料農業分野

① �持続可能な地域農業発展のため、「担い手農家」、「多様な担い手」及び「その地域の住民・
消費者」が一体となり地域農業を支える姿を目指し、地域の農地保全に取り組みます。

② �農業後継者育成のため、ＪＡ子会社への新規就農者受入支援に取り組んでいます。
③ �農業による環境負荷軽減を目的とした農業の展開を進め、環境こだわり栽培をはじめ、

地域の環境に配慮した特色のある農産物生産に取り組みます。
④ �スマート農業導入に向け、試験農家を設置し、タブレットを活用した農作業管理の省力

化を目指します。
⑤ �直売所を通じて、農業に携わる農家とともに「安全・安心・新鮮」な農産物の生産、

「地産地消」の拡大、「地域の活性化」に取り組みます。
⑥ �管内福祉事業所との業務連携を進め、農作業委託を含めた技術習得による就労支援を行

い、共生社会の実現に向けた「農福連携」に取り組みます。
⑦ �農家から求められる営農技術指導、担い手への経営分析等が行えるように、積極的な研

修会参加と現場での知識向上に努めます。

◆地域・くらし事業分野

① �出張直売所やコンビニ提携店舗へ農産物の販売、各家庭には灯油の配送等、地域のイン
フラ機能として多面的なサービスの提供に取り組んでいます。

② �農業や不動産に関する事業資金ニーズ、住宅・マイカー・教育ローン等の生活に関わる
ニーズに応えるほか、共済事業による保障の提供や相談業務を通じた家計の総合アドバ
イスの提供を行います。

③ �ちゃぐりんキッズクラブを通じた農業体験や食農教育の実施、１支店１協同活動による
保育園、幼稚園、小学校と連携した農業体験に取り組んでいます。

④ �ＪＡ女性部活動を通じて、地域における仲間づくりを地域づくりに繋げ、より多くの女
性の夢や願いが実現できる参加型の活動を実施することで、ゆとりとふれあい、助け合
いのある住み良い地域社会づくりに取り組みます。

⑤ �福祉事業を通して、利用者が住み慣れた地域で「自分らしい暮らし」ができるように、ご家族
の皆さまと考え、日常生活をサポートする福祉サービスを提供しています。

⑥ �組合員・地域利用者へ組合員健診の案内や担い手・農業者の方には農業リスク診断活動
を実施し、健康づくりやリスク対策等のサービス提供に取り組んでいます。

⑦ �育児休暇取得職員の復帰支援の促進、女性はキャリアプランを描きやすい環境整備と
ワークライフバランスの向上に取り組んでいます。

◆協同・組織運営分野

① �県内の協同組合や地域の商工会、地方公共団体等、地域の多様な組織とのパートナー
シップを通じて、地域の活性化に取り組みます。

4ＪＡ東びわことＳＤＧｓ



ＪＡ東びわこＳＤＧｓＪＡ東びわこＳＤＧｓへのへの具体的具体的なな取組事例取組事例

食 料 農 業 分 野

❶
持続可能な地域農業発展のため、「担い手農家」、「多様な担い手」及び「その地域の住民・
消費者」が一体となり地域農業を支える姿を目指し、地域の農地保全に取り組みます。

◦TAC（地域農業の担い手
に出向くＪＡ担当者）の
訪問による経営分析・事
業継承支援等の担い手支
援

◦各地域単位で栽培技術な
どを共有し、より良い地
域農業を目指すため開く
集落座談会や農談会

◦連携を密にし、より良い
地域農業を築くことを目
的に開く農業者との意見
交換会

◦個人所有が難しい施設や
設備の共同利用により生
産コストを削減すること
で貢献する地域農業の維
持・発展

◦園芸品目の生産振興を目
的とした農機レンタル事
業の拡充により取り組む
園芸作物の栽培面積拡大

◦高収益作物の生産拡大に
向けた果樹生産団地の新
規育成（ぶどう等）

◦特産品のブランド化と面
積拡大（多賀にんじん、
多賀そば、秦荘のやまい
も、彦根梨、とよ坊かぼ
ちゃ、甲良黒大豆等）

◦地域の准組合員・住民が
農業を支える応援団と
なってもらえるよう幅広
い世代を対象に実施する
1支店1協同活動等を通じ
た食農教育・交流活動

❷
農業後継者育成のため、ＪＡ子会社への新規就農者受入支援に取り組んでいます。

◦農家の高齢化などによる
不耕起田の解消を目的
に、担い手のない農地の
保全と有効活用を行うＪ
Ａ子会社の広域化の検討

◦将来に渡って持続可能な
農業の基盤づくりに向け
た農業後継者育成を目的
とする新規就農者の雇用
と独立に向けた支援
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❹

❺❸

スマート農業導入に向け、試験農家を設置
し、タブレットを活用した農作業管理の省
力化を目指します。

直売所を通じて、農業に携わる農家ととも
に「安全・安心・新鮮」な農産物の生産、「地
産地消」の拡大、「地域の活性化」に取り組
みます。

農業による環境負荷軽減を目的とした農業
の展開を進め、環境こだわり栽培をはじめ、
地域の環境に配慮した特色のある農産物生
産に取り組みます。

◦ロボット技術やリモート
センシング技術を活用し
た農業用機械の実演会等
による最新技術の導入 
促進

◦「みずかがみ」「コシヒ
カリ」などをはじめとす
る近江米ブランドを活か
した玄米・白米の定期購
入者の獲得

◦高齢者、女性、新規就農
者、集落営農組織、団体
をはじめとした、多様な
出荷者の拡大

◦農業濁水問題の改善及び
廃棄プラスチックや不要
農薬の回収

◦安定した農業経営の実践
に向けた低コスト農業研
究会の開催

◦農畜産物を活用した加工品の開発

◦地図上の圃場の形に合わ
せて作成したポリゴンと
Excelで管理した圃場の
情報を紐づけて管理する
クラウド型の営農管理
システムZ-GIS導入の普
及・推進とタブレットを
活用した試験圃場の設置

◦地産地消の強化・拡大・
充実に向けた学校給食、
病院給食、飲食店等への
供給量・品目の拡大

◦生産者、ＪＡ、行政の
トップが特産品の認知度
向上・消費拡大を目的に
ＰＲするトップセールス
の実施

◦消費者交流会を通じた農
産物生産への取り組み

◦環境に配慮した生分解性
マルチをはじめとした生
産資材等の販売
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地 域 ・ く ら し 事 業 分 野

❶
出張直売所やコンビニ提携店舗へ農産物の
販売、各家庭には灯油の配送等、地域のイ
ンフラ機能として多面的なサービスの提供
に取り組んでいます。

◦既存の店舗から離れた地
域でも直売所の利用機会
を創出し、ＪＡとの結び
付き強化を狙う出張直売
所の出店

◦新たな顧客層と販路の拡
大を目的に行うパリヤで
のインショップ展開

◦地域に多数展開するファ
ミリーマートとタイアッ
プした農産物の販売

◦キャンペーンを定期的に
開催するほか、全管内地
域へ向けた灯油の安定供
給と定期配送先の拡大

❻
管内福祉事業所との業務連携を進め、農作
業委託を含めた技術習得による就労支援を
行い、共生社会の実現に向けた「農福連携」
に取り組みます。
◦障害者等が農業分野で活

躍することで自信や生き
がいのある社会参画を実
現していく農福連携の取
り組みに向けた、働き教
育センター甲良との業務
連携・農作業委託の実施

❼
農家から求められる営農技術指導、担い手
への経営分析等が行えるように、積極的な
研修会参加と現場での知識向上に努めます。
◦担い手サポートセンター

と連携した農業経営管理
支援事業による記帳代行
と経営分析

◦ＳＮＳ（ソー
シャルネット
ワ ー キ ン グ
サービス）を
活用した営農
情報等の発信

◦営農技術指導や担い手へ
の経営分析のスキル向上
等を目的とした生産部会
担当者の研修会への参加

◦広報誌に「SDGｓ通信」
コーナーを設け、SDGｓ
取組の情報発信

◦アンパンマン交通安全
キャラバン等のイベント
を開催し、地域利用者へ
の交通安全啓発活動

◦葬祭事業における利用者
ニーズに沿ったプランの
提供
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❸❷
ちゃぐりんキッズクラブを通じた農業体験や
食農教育の実施、１支店１協同活動による保
育園、幼稚園、小学校と連携した農業体験に
取り組んでいます。

農業や不動産に関する事業資金ニーズ、住宅・
マイカー・教育ローン等の生活に関わるニー
ズに応えるほか、共済事業による保障の提供
や相談業務を通じた家計の総合アドバイスの
提供を行います。

◦ちゃぐりんキッズクラブ
の受講生を受け入れる体
制づくり

◦あらゆるライフステージ
においてＪＡが関わる提
案・相談活動の実施

◦アグリマイティー資金を
活用した農機具更新によ
る作業効率の向上

◦ちゃぐりんキッズクラブ
卒業生を対象にしたイベ
ントの創設

◦支店単位による米や野菜
の植付け・収穫など農業
体験を主とした食農教育
への取り組み

◦積立ＮＩＳＡ、ｉＤｅＣ
ｏ、年金共済等の長期資
産形成の提案

◦より良い提案や相談業務の
基盤づくりを目的とした
ファイナンシャルプラン
ナー等の資格取得者の拡充

◦自動車安心サポートセン
ターによる事故受付対応

◦保護者を巻き込んでの農
業体験を通じた食農教育
の実施

◦子育て世代へのびのび定
期積金やこども共済を中
心とした提案・相談活動
の実施

◦３Q訪問活動をはじめと
した利用者の保障点検活
動による提案・相談活動
の実施
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❹

❺

ＪＡ女性部活動を通じて、地域における仲間づくりを地域づくりに繋げ、より多くの女性の
夢や願いが実現できる参加型の活動を実施することで、ゆとりとふれあい、助け合いのある
住み良い地域社会づくりに取り組みます。

福祉事業を通して、利用者が住み慣れた地
域で「自分らしい暮らし」ができるように、
ご家族の皆さまと考え、日常生活をサポー
トする福祉サービスを提供しています。

◦福祉職員の研修会への参
加と資格取得による更な
る資質向上

◦地域での利用拡大を深化
し促進する地域社会への
貢献

◦「居宅介護支援」「通所
介護」「福祉用具販売・
貸与」等のサービス提供

◦食や環境（エコ）、地産
地消をテーマに家庭料理
研究や交流等を行う「食
のつどい」の開催

◦食や農業に関心のある若
い世代の女性を主体とし
た「フレッシュミズ」活
動

◦特産加工グループによる
「ふなずし」「もち」「み
そ」等といった特産品の製
造や販売を通じた地域に根
付く伝統食の継承活動

◦地域コミュニティ強化等
を目的とした「女性部軽
トラ市」の開催

◦「家の光小グループ」に
よる「家の光」の記事を
活用した料理や手芸、読
書会等の活動

◦「食の研究会」による健
康づくりや食文化、地産
地消をテーマにした講習
会等の活動

◦女性協議会を中心に女性
部全体で取り組む、秋の
収穫の喜びを新米ひとに
ぎりに託し管内の社会福
祉施設に贈る「愛の米ひ
とにぎり運動」の実施

◦助け合い組織「陽だまり
の会たん・とん」による
認知症予防や健康寿命延
伸等の助け合い活動

◦「旬の野菜おいしさ伝え
隊」による地産地消の推
進や食文化継承を目的と
したレシピ紹介等の活動
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協 同 ・ 組 織 運 営 分 野

❶
県内の協同組合や地域の商工会、地方公共
団体等、地域の多様な組織とのパートナー
シップを通じて、地域の活性化に取り組み
ます。

◦地域の関係機関と密接に
関わり、地域の活性化等
を目的に行うＪＡ東びわ
こ大感謝祭の開催

◦管内のスポーツ少年団等
と連携して行うＪＡ東び
わこ旗争奪学童野球大会
の開催

◦行政・大学と連携した取り組みの強化（３世代が一堂
に会する場の創造）

◦ＪＡ間連携による施設保全管理

❼❻
育児休暇取得職員の復帰支援の促進、女性
はキャリアプランを描きやすい環境整備と
ワークライフバランスの向上に取り組んで
います。

組合員・地域利用者へ組合員健診の案内や
担い手・農業者の方には農業リスク診断活
動を実施し、健康づくりやリスク対策等の
サービス提供に取り組んでいます。

◦「イクボス宣言」の実施
による労務管理の徹底

※�イクボスとは、「部下や同僚等
の育児や介護・ワークライフバ
ランス等に配慮・理解のある上
司」のことです。

◦ＪＡ健康寿命１００歳プ
ロジェクトを活用した健
康寿命の促進

◦育児休業明け職場復帰プ
ログラムの実践

◦ＬＡとＴＡＣが連携した
農業リスク診断活動によ
る多様なリスクに備えた
保障の提案

◦教育文化活動「さんさん
講座」の充実による地域
住民に向けた健康づくり
の機会創出

◦地域の商工会、地方公共
団体等と連携した特産品
のイベント開催

◦人権活動21を通じた、
地方公共団体等、多様な
組織と連携した地域活性
化活動

◦ＪＡ東びわこイメージキャ
ラクター“いっぴー”によ
る「ご当地キャラ博」等へ
のイベント参加

　今回取り上げた事例はほんの一部ですが、このほかにもＪＡ東びわこによるＳＤＧｓに関連した取り組み
が多くあります。これからもＪＡ東びわこが地域農業や地域社会に必要とされるＪＡとなれるよう、役職員
が一丸となってＳＤＧｓに取り組んでいきましょう。
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